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ドイツのサッカーは1870年代に英国人によって伝えられ、各地のスポーツクラブを通して全
国的の広まり、早くも1902年には全国選手権の開始、国際サッカ一連盟 (FIFA)加盟は1904年
である D その後第 l次世界大戦により途中中断、さらに第2次世界大戦の敗戦によりドイツは
東西に分裂し、 1946年FIFA追放、 1950年に旧西ドイツとして再加盟した。世界選手権大会 (W
杯)では、西ドイツは4年後の1954年スイス大会初優勝、 1966イングランド大会準優勝、 1974
年西ドイツ大会優勝、 1982年スペイン大会準優勝、 1986年メキシコ大会準優勝、 1990年イタリ
ア大会優勝の3回優勝、 3回準優勝であり、これはブラジルの4回優勝に次ぐもので世界の最
強固と言える。なお、 W杯は2002年韓・日大会後の2006年にはドイツでの開催も決定されてい
る。クラブチームでは、バイエルン・ミュンヘンが1970年代にヨーロッパ・チャンピオンズカッ
プ(現チャンピオンズリーグ)に3連覇 (1974、75、76年)し、さらにこの2001年には25年振
りの4回目の優勝となった。国内での全国的なリーグの開始は遅く、旧東ドイツでは1948年に
オー ノfー リーガが始まり、旧西ドイツでもプ口組織の全国リーグ(ブンデスリーガ)は1963/
64年にスタートした。これ以来西ドイツは先の国際大会の結果で示すように疑いもなく世界最
強のサッカ一国となったo 1990年の東西ドイツ統一後、ブンデスリーガは旧東ドイツのクラブ
も加入し、現在は18クラブで構成され、シーズン終了時の最下位から 3チームはブンデスリー
ガ2部上位3チームと入れ替わる編成である。ドイツと日本の関係では、 1964年東京五輪の開
催前からデドマール・クラーマ一氏を迎え、現在の日本サッカ一発展の基礎を築いた。日本か
らドイツへは日本人初のプロ選手奥寺康彦 (1977年、古河電工→1FCケルン、ヘルタ・ベルリ
ン、プレーメン)が各クラブの主力選手として 9年間活躍した。ドイツのサッカースタイルは、
彼らの無駄な事はしない合理的な物の考え方を背景にした確実性を求めるプレー、さらに体格
の良さを生かした競り合いとボールの支配、実にシンプルな基本に忠実な強さであると言われ
ている。 1-4)
フェアープレーを推進5-7)する国際サッカ一連盟 (FIFA)では、①競技者の安全を守り、スキ
ルフルなプレーを保証する、②得点の機会を増やす、③実質的インプレー時間を長くする、めな
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どを意図してルール改正および覚え書き等を逐次世界各加盟の国および地域協会に通達して
いるが、その中でも試合時間の消耗・浪費9)いわゆる時聞かせぎ5)10-16)を防ぐべく指導している
ことは周知の通りである。悪質なファールの追放とロスタイムの発生を避けることは当然のこ
ととし、試合時間90分の中でより密度の高いプレーを展開するために、実質の試合時間、イン
プレ一時間をより多く確保せねばならないことは言うまでもない。この試合時間の浪費防止の
改善策として、 FIFAでは1995年 6月の第2回女子W杯世界選手権スウェーデン大会でマルチ
ボール方式17、18)を試行し、その後の国際大会でも見受けられ、 1996年には実際のプレーイング
タイムの増加を促進するための指示19)、さらに1997年の競技規則改正ではプレーの再開を遅ら
せることは警告となる違反20-21)として改善をはかり、さらに1998年第16回W杯フランス大会か
らレフェリングでは無用なトラブルを防ぐためにロスタイムの表示22)を導入している。
このように試合時間のうちインプレ一時間がいかに確保されているのか、そのためのアウト
オププレーの出現とその処理などに関する先進の研究は、女子サッカーでは大学女子23)、国際
女子24-2助、男子サッカーでは全国高校29-31)、天皇杯32)、Jリーグ33)、アジア大会28)、W杯アジア
地区最終予選34)、W杯35-38)、シドニー五輪アジア予選39)、シドニー五輪40)、各国リーグではスペ
インリーグ41)、イタリアセリエA42)、イングランドプレミアリーグ43)などの報告がある。今回
は従来の報告を踏まえ、競技規則改正の影響などこれら基礎的な資料を2000/2001年ドイツ
サッカー・プンデスリーガ (GermanyBundes1iga Fussball、01GE Rと略)から得ょうとし
たのでその一部を報告する。
E 方法
1 )対象試合;2000/2001年ドイツサッカー・ブンデスリーガ (01G E R) 15例とした(表1)。
これらはいずれも衛星放送で2001年2---5月に放映されたものである。
2 )データ収集;①試合をVTR録画し、再生した画面にフレームカウンタFC -60Sを同調
させ、時間に換算してインプレー及びアウトオブプレーの出現要因(種類)及び時間を計測し
た。なお、収録されたVTRのうち l試合を90分間として統一するために延長及びロスタイム
を除いた44)。
②インプレーおよびアウトオブプレーの区分は、 InternationalFootball Association Board 
(国際サッカー評議会)制定の ILaws of the Game (サッカー競技規則)Jの2000/2001年版の
第9条インプレーおよびアウトオブプレー、第8条プレーの開始および再開、第5条主審、第
6条副審、および第7条試合時間などに従った。
③アウトオブプレーの出現要因の種類は、前述の各条項に加え、第10条得点の方法、第1条
オフサイド、第12条反則と不正行為、第13条フリーキッ夕、第14条ペナルテイキック、第15条
スローイン、第16条ゴールキック、および第17条コーナーキックなどに従い、要因1.スロー
イン (TH)、要因I.フリーキック (FK)、要因il. ゴールキック (GK)、要因N. コー
ナーキック (CK)などとし、さらに要因V.その他 (OTH)としてV-l.ゴールイン (G
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1 )、 V-2. インジ、ユリータイム(1 N J )、 V-3.警告 (C)、V-4.退場 (S0)、V-5.選
手交替 (SU B)、V-6.その他 (0t h)の6種類を一括した。
④さらに、要因 I. F Kではゴール前で得点をねらうショート場面とその他に区分し、要因
1lI. G Kではピッチのゴールからゴールまでを 4等分し、自陣ゴールから1/4までの距離のG
Kをショート GKとし これを越えたGKをロングGKとした。
3 )分析項目;インプレー及びアウトオブプレ一時間とその比率。アウトオブプレーの要因別
出現回数及ぴ所要時間とその比率。アウトオブプレーの時間区分別生起率などとした。
国結果
1 インプレーとアウトオブプレ一時間の比率
ロスタイムを除いた試合時間の前半45分、後半45分、全90分のインプレーとアウトオブプ
レーの l試合当り平均時間について表lよりみると、OlGERではインプレ一時間は53分00秒
の58.9%であり、アウトオブプレ一時間は37分00秒の41.1%であった。これを前・後半別にみ
ると、インプレー時間では l分42秒と前半に対して後半の減少であった。
インプレーの l回当りの持続時間は25.7秒 (SO:25.8， n:1857) であり、後半の25.3秒
(SO:24.3，n:914)は前半の26.1秒 (SD:27.3，n:943) に対して 0.8秒と短く減少した。これを
少しく詳細にみると、インプレーの時間区分別生起率では最も多い30秒未満は70.1%の2/3強
であり、次いで30~60秒は20.0%であった。逆に最も少ない60秒以上では9.9%であった。前­
後半別ではほとんど差がみられず類同していた。一方、アウトオブプレーの l回当りの所要時
間は16.6秒 (SO:10. 3， n:2002) であり、後半の17.1秒 (SO:10.4，n:1018) は前半の16.1秒
(SO:10.1，n:984)に対して有意 (pく0.05) に大であった。
Table 1. Percentage and Tir舵 ofIn-Play and伽t-of-Playp町Match
ln-Play 伽t-of-Play TLoimst e 
Time Continuous 
Time Time Time 
of田.ch of回 ch mln: 
mln:sec % sec n 町ln:sec % sec n sec 
1 s t 25 7:2160.826.162.9 1197:3939.216.163 57 .6 00:41 
2nd 5:39 51.0 25.3 60.9 :21 43.0 11.1 61.9 0 1:18 
who1e 3:00 58.9 25.7 123.8 37:0044 1.116.613.5 1:59 
not田)百四e田町leswere chosen at rand咽 15胆脚台om2000/2001 Ge~ BUNDESLlGA(OlGER). 
2 アウトオブプレーの要因別回数および時間の生起率
1試合当りのアウトオブプレーの要因別出現回数について表2および図 1よりみると、 01G
ERでは最も多いのはTHの46.2回の34.6%であり、次いでFKの43.2回の32.4%、GKの
18.9回の14.1%、 OTHの13.9回の10.4%の順であり、最も少ないのはCKの11.3回の 8.4%
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であった。前・後半別では、前・後半ともにTH(前半;25. 3回の38.5%、後半;20. 9回の30.8%)
が最も多く、次いでFK (前半;21. 7回の33.1%、後半;21. 5回の31.6%) であった。最も少
ないのは、前半ではOTHの4.6回の7.0%であり、後半ではCKの6.1回の8.9%であった。 T
Hは前半の38.5%に対して後半の30.8%と顕著に有意 (pく0.001) に減少し、逆にOTHは
前半の4.6回の7.0%に対して後半の9.3回の13.8%と2倍であり顕著に有意 (P<0. 001) に増
大してそれぞれ特徴的であった。このOTHのV-1 ~ V-6の区分では、 SUB (前半;0.2回
の0.3%<後半;4.2回の6.2%、Pく0.001) は後半に有意に増大して特徴的であり、 G 1 (前
半;1. 1回の1.6%く後半;2.0囲の2.9%，Pく0.05) も同じく後半に有意に大であった。大会
内での要因別間の有意差では、 THとFKとの聞には有意差はみられなかったが、他のいずれ
の要因別間にも有意差 (P<0. 05)がみられた。
Tab1e 2.。∞urred除.milerand T.iJ絶 ate配 hFactor of Out-of-P1ay per Match 
H 皿 W V VOTH 
Factor 百i FK GK CK σIH VG-lI V-I則2Vc-3Vs-o4Vm-5B VO-th 6 
Tota1 
1 s t n %
2担45.35336231.783584651.0.92347.6667010658:3.60 9 8 1 11..6111..0521..4000:0..62100..235 01.8 2 20.2121 :22:1 0:38 0:岨 0.331 0203・00:182 1 Ti舵 R仰 lir剖lIin:s舵
2140.843146.261169-.962113..67 却12.。68S1 1 l % .0 3.1 0.6 0.4 1. Tir肥似~ Action sec 335.65442.223.71406.03.4 314. 
2nd n 20.9211 .510.16.19.367.9 
M1225:8862.0080S:02  O 1 420.51 % 
田.9930995682425:.96国2010058.76 1 7 Ti配恥lQuir剖 min:s配% 31g702.8935.甜.617311946.1.85218:2.964213:38671l09o0o・2-0o 1 
0427:2..5..0300321108: .2 3 
Ti即興~ Action sec 2195.342.05 29.517.1 
whole n % 43746:5.26043123:4.246184.914181:.436130.93 1303.0 5 32:4..63111.632.4500:0..9214.443001:.9  3 
TI配 R明uired min:s配 10:1029:5.410 7:00 11:1.211:2.3023:0. 1 
% 2101..223161..521196..672132..912189..55lo1o6-.0 6 344.87434.2234.7420.43 5.60.8 Time per Action sec 24.5 42.3 28.1 14.9 
l試合当りの要因別所要時間では、 01GE Rの最も長いのはFKの1分40秒の31.5%であ
り、次いでTHの7分50秒の21.2%、OTHの 6分51秒の18.5%、GKの6分10秒の16.7%の
順であり、最も短いのはCKの4分29秒の12.1%であった。前・後半別でもほぼ同じ傾向がみ
られ、前・後半ともに最も長いのはFK (前半;6分02秒の34.2%、後半;5分38秒の29.1%) 
であり、次いで前半ではTHの4分23秒の24.8%、後半ではOTHの4分36秒の23.7%であっ
た。最も短いのは前・後半ともに CK (前半;2分03秒の11.6%、後半; 2分26秒の12.5%) 
であった。
要因別の l回当りの所要時間では、最も長いのはOTHの29.5秒であり、次いでCKの23.9
秒、 GKの19.6秒、 FKの16.2秒の順であり、最も短いのはTHの10.2秒であった。これら 5
要因の順位は前・後半ともに同じ様相であった。要因V.OTHのなかのV-1 ~ V-6の区分で
は、最も長いのは 1N Jの44.2秒であり、次いでSOの42.3秒であった。最も短いのはOth
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の14.9秒であった。なお、前・後半別ではいずれの要因もほとんど差がみられなかった。大会
内での要因別間の有意差ではいずれもそれぞれ顕著に有意差 (pく0.001)がみられた。
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Fig.2 Time per Action of each Factor of Out-of-Play 
3 アウトオブプレーの時間区分別生起率
アウトオププレーの l回当りの所要時間の時間区分別出現回数の比率を図3よりみると、 01
GERの最も多いのは1O~20秒の38.6%であり、次いで10秒未満の27.3% 、さらに20~30秒の
23.7%であった。最も少ないのは30秒以上の10.4%であった。前・後半別では最も少ない30秒
以上において後半の11.9%は前半の8.9%に対して有意 (pく0.05)に大であった。他の3区
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分ではそれぞれ類同して有意差はみられなかった。大会内での時間区分別間の有意差では、い
ずれもそれぞれ明らかに有意差 (Pく0.01)がみられた。
時間区分別の要因別生起率では、 10秒未満はTHの48.3%が最も多く、次いでFKの27.6%
であった。 10--20秒でも同じく THの47.9%カf最も多く、次いでFKの40.9%であった。 20-
30秒ではCKの52.7%が最も多く、次いでGKの50.5%であった。 30秒以上ではOTHの
43.5%が最も多く、次いでCKの23.1%であった。
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Fig.3 Percentage of Division of Time at Out-of-Play 
N 考察
ロスタイムを除いたインプレーとアウトオブプレー時間の比率では、各国リーグである1995
年Jリーグ、および1996年Jリーグ33) (Jリーグ)の59%対41%、1996/97年および1997/98
年のスペインリーグ41) (E S p)さらに1998/99年イタリアセリエA (1 T A) 42)などの57%
対43%、1999/2000年イングランド・プレミアリーグ (OOEN G) 43)の58%対42%などの報告
がある。これらからも今回の2000/2001年ドイツ・ブンデスリーガ (OlGER)の59%対41%
は、先述の各大会などとほぼ類同していると言えよう。
インプレーの 1回当りの持続時間では、 01GE Rの25.7秒はESPの26.7秒、 Jリーグの
25.9秒、 ITAの25.4秒およびENGの25.3秒などとほぼ同じであったが、しかし98WC37)の
29.6秒に対しては約4秒短く顕著に有意 (Pく0.001)に小であった。
一方、アウトオブプレーの 1回当りの所要時間では、 01GE Rの16.6秒はESPの18.6秒に
対して2秒短く顕著に有意 (P< 0.001)に小であり、 ITAの17.3秒に対しても O.7秒短く
有意 (Pく0.05)に小であった。なお、 Jリーグの16.1秒およびENGの17.1秒などとは有意
差はみられなかった。
図4より、インプレーの l回当りの持続時間を少しく詳細に時間区分別生起率でみると、最
も多い30秒未満では01GE Rの70.1%は約2/3強であり、次いで30--60秒では20.0%であり、
逆に最も少ない60秒以上は9.9%であった。これら 3区分は他のJリー グ、 ESP、ITAお
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よぴENGなどと類同して注目されよう。
以上のことより、今回のO1GERではインプレーの l回当りの持続時間は各国リーグと同じ
であり、アウトオブプレーの l回当りの所要時間はESPおよびITAなどよりも短いものと
考えられよう。
96J 
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Fig.4 Percentage of Division of Time per Action of In-Play 
アウトオブプレ}の要因別出現回数では、O1GERは比率の多い順に 1位THの35%、2位
FKの32%、3位GKの14%であった。この順位はJリーグおよびENGなどの l位THの39
~41% 、 2 位 FKの26"'31%、 3位GKの14%の様相と類同し、 ESPおよびITAなどの1
位FKの35~39% 、 2 位THの28"'29% 、 3 位 GKの 14----15%の様相とは異なり特徴的と言え
ょう。
1位のTHでは、 01GE Rの35%(1試合当り46回)はJリーグの39%(51回、 Pく0.05)
およびENGの41% (5回、 Pく0.001)などに対しては有意に小であり、逆にESPの29%
(36回)およびITAの28%(38回)などに対しては顕著に有意 (Pく0.001)に大であった。
2位のFKでは、 01GE Rの32%(43回)は ITAの39%(52回)に対しては顕著に有意 (P
く0.001)に小であり、逆にENGの26%(34回)に対しては顕著に有意 (Pく0.001)に大で
あった。なお、 01GE RのFKはJリーグの31% (41回)およびESPの35%(4回)などと
ほぼ同じであった。 3位のGKでは、 01GERの14%(19回)はJリー グ、 ESP、ITAお
よびENGなどの14"'15%(19回)と類同して特徴的と言えよう。
前・後半別をみると、 THでは前半の39%(25回)に対して後半の31% (21回)は顕著に有
意 (Pく0.001)に小であり、 ITAのTH(前半30%、20回>後半27%、18回)およびEN
GのTH(前半44%、30回>後半38%、25回、 P<0.05)などと同じ傾向であった。要因Vの
なかのSUBでは前半の 0.3%(0.2回)に対して後半の6.2%(4.2回)は顕著に有意 (P<
0.001)に大であった。これは他のリーグでも同じ傾向であった。
以上のことより、 01GE RではTH、FKなどの出現回数の比率はTHの多いENGおよび
Jリー グ、 FKの多い ITAおよびESPなどの各国リーグとはやや様相が異なるものと考え
られよう。
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l試合当りの要因別所要時間では、 01GE Rは所要時間の長い}I頁に l位FKの11分40秒、 2
位THの7分50秒、 3位OTHの6分51秒であり、これはJリーグおよびENGなどの 1位F
K、2位TH、3位GKの様相、さらにESPおよびITAなどの l位FK、2位OTH、3
位GKの様相とは異なっていた。
要因別 1回当りの所要時間の順位では、 01G E Rは所要時間の長い順に 1位OTHの29.5
秒、 2位CKの23.9秒、 3位GKの19.6秒、 4位FKの16.2秒、 5位THの10.2秒であった。
これらの順位はENGの順位の l位OTH、2位GK、3位CKとは異なったが、他の各国リー
グと一致していた。
要因別 l回当りの所要時間では、 THの01G E R 10.2秒はJリーグの8.9秒およびITAの
8.7秒などに対して1.3--1.5秒と長くいずれも顕著に有意 (P<0. 001)に大であり、 ESPお
よびENGなどの10.1秒とは類同していた。次いで、 FKの01G E R16. 2秒はESPの19.3秒
(P <0.001)、 ITAの18.0秒 (Pく0.01)およびENGの17.7秒 (Pく0.05)などに対して
1. 5--3. 1秒と短く有意に小であった。なお、 01GERのFKはJリーグの17.2秒に対して 1秒
短かったが有意差はみられなかった。
表3より、このFKを少しく詳細にみると、 l試合当りの出現回数とその比率ではO1GER
のいわゆるゴール前で得点をねらうシュート場面は14.5%(6.3回)であり、 ES P (24.6%・
10.9回、 P<0.001)、Jリーグ(19.9%・8.1回、 Pく0.05)およびIT A (19.0% . 9.9回、
P <0. 05)などに対して約2----4回少なく有意に小であった。さらに、 l回当りに所要時間で
はこの得点をねらうシュート場面のFKは31.0秒であり、 ITAの35.4秒に対して約4秒短く
有意 (Pく0.05)に小であり、 ESPの33.2秒に対しても約2秒短かった。シュート場面以外
のその他のFKでは、 01GERは85.5%とENGの83.9%と同様に多く出現しているが、この
l回当りの所要時間は13.7秒であり、 ENGの15.0秒に対して明らかに有意 (Pく0.01)に小
であった。
先述の01GE RのFKの1回当りの所要時間の短いことは、これらシュート場面のFKの出
現回数は少なく、しかも 1回当りの所要時間も短く、逆にその他のFKの出現回数が多いにも
かかわらず1回当りの所要時間の短いことなどによるものと考えられよう。
Table 3. 0∞UIT吋恥酌erand R伺uiredTi舵 perAction of FK 
白seof Try aMt回hn{as土偲lSD .)
Otb町
To切1of除H潟IEM土SD.) 
nzd(%) n 詰ch (%) M伺Z(1s土配SD.) n おch (96) 
96J 81 8.1 (19.9) 31. 6:1 14.0 327 32.7 (80.1) 13.6土 8.5408 40.8 (10.0) 17.2:112.1 
97.98E S P 218 10.9 (24.6) 33.2:1 12. 8 667 33.4 (75.4) 14.7:1 8.6 885 44.3 (10.0) 19.3:112.6 
99ITA 148 9.9 (19.0) 35.4:1 13.6 633 42.2 (81. 0) 13.9土 8.7781 52.1 (10.0) 18.0:113.0 
OOENG 82 5.5 (16.1) 31. 3:1 11.1 428 28.5 (83.9) 15.0土 8.0510 34.0 (10.0) 17.1土10.5
01GER 94 6.3 (14.5) 31.0:110.4 554 36.9 (85.5) 13.7:1 7.3 648 43.2 (10.0) 16.2士9.8
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GKでは01GE Rの19.6秒はENGの23.4秒に対して約4秒短く顕著に有意 (pく0.001)に
小であったが、他の各国リーグの19.1~20. 8秒とはほぼ同じであった。
アウトオブプレーの l回当りの所要時間の時間区分別生起率では、 01GER は 1 位1O~20秒の
39% 、 2 位10秒未満の27% 、 3 位20~30秒の24% 、 4 位30秒以上の10%であった口これらの順位
は ITAおよびENG などの様相と同じであったが、 J リーグの 1 位10秒未満の35% 、 2 位10~
20秒の32% 、 3 位20~30秒の22%の様相とは異なっていた。
要因別では、 01GER の最も多い10~20秒に TH は48% と約112であり、 J リーグの32%およ
びITAの34%などに対して多くそれぞれ顕著に有意 (pく0.001)に大で特徴的といえよう。
なお、これはENGの傾向と同じであった。 FKでは、 30秒以上に01GERは10%であり、 ES
Pの18%(P <0.001)およびITAの16%(Pく0.01)などに対して少なくそれぞれ有意に小
であり、さらに20~30秒でも01GE RのFK21%はENGの31%に対して少なく顕著に有意 (P
く0.001)に小であった。これらから先述のように 1回当りの所要時間では、O1GERのTHは
長く、逆にFKは短いものと推察されよう。
V 要約およびまとめ
2000/2001年ドイツサッカー・ブンデスリーガ (OlGER)の15試合を収録したVTRから、
サッカー試合中のインプレーとアウトオブプレ一時間の比率およびアウトオブプレーの要因別
出現回数・所要時間とその比率などを検討した。結果は以下の通りである。
① ロスタイムを除いた試合時間90分におけるインプレーとアウトオブプレーの 1試合当り平
均時間(比率)では、O1GERは53分00秒 (58.9%)対37分00秒 (41.1%)である。
② インプレーの l試合当りの出現回数およびl回当りの持続時間では、 01GERは124回、 25.7 
秒である。
③ アウトオブプレーの 1試合当りの出現回数および1回当りの所要時間では、 01GE Rは134
回、 16.6秒である。
④ アウトオブプレーの l試合当りの要因別出現回数の比率では、 01GERは比率の高いものか
ら}I買にTH35% (46回)、 F K32% (43回)、 G K14% (19回)、 o T HlO% (14回)、 CK8% 
(11回)である。
⑤ アウトオププレーの l試合当りの要因別所要時間では、 01GERの最も長いのはFKの1分
40秒、次いでTHの7分50秒、 OTHの6分51秒、さらにGKの6分10秒であり、最も短いの
はCKの4分29秒である。
⑥ アウトオブプレーの要因別 1回当りの所要時間では、 01GERは所要時間の長いものから順
にoT H29. 5秒、 CK23.9秒、 GK19. 6秒、 FK16. 2秒、さらにTH10. 2秒であり、 FKはl
~3 秒の減少 (P く 0.05) がみられる。
⑦ アウトオププレーの時間区分別の生起率では、 01GE Rの最も多いのは10~20秒の39%、次
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いで10秒未満の27%、さらに20---30秒の24%であり、最も少ないのは30秒以上の10%である。
本研究の一部は平成13年度帝塚山大学人間環境科学研究所研究費補助金により行われた。
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